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を解 き明かす きっかけを与えているoそれ と同時

に,近年多数積み重ね られている植民地主義 と文化

の関係 を論 じる論考のなかで も彼の分析は傑HlLて

いる｡

ギアツの劇場国家論の登場以降,バリの歴史研究

は活況を呈 している｡そのなかで も,ハンク ･シュ

ル ト･ノル ドホル トのこの本は間違いなくバ リの歴

史を語る決定的な一冊であるo現時点にあって,誰

もが読みうる言説 としてiJfL通叶能性 を獲得 したこの

決定版に与えられる位置にわれわれは今後注 目すべ

きであろう｡バ リの内部で も,儀礼 という実践的な

場で自らの伝統文化を再構築する動 きが進んでいる

ためである｡旧宗主国の歴史家の書物をバ リ人がど

う読むのか,また読まないのか｡儀礼 として再生産

される伝統 という名の歴史と学術的書物のなかで再

構築 された歴史とが どのような関係を演 じるのか｡

その関係のなかでバ リの社会とそれをめ ぐる言説は

どのように絡み合い,誰が実践するどのような歴史

的反省が誰に意味あるものとなるのか｡オリエ ンタ

リス トのように普遍性に自らが立脚する根拠 を兄い

出すことをあらか じめ禁 じられているポス ト･コロ

ニアル状況において歴史書は,たとえそれが決定版

といえる精微な言説であるとして も絶対的な客観性

を勝ち取る資格はもはや奪われてお り,現実の社会

のなかで実践的な意味が問われざるをえない｡

ハーグの文書館で出会った当時,筆者にこの著者

はバ インダーで留められた手書 きの文書 を開ける時

のそのインクの匂いが とても好 きだと笑っていた｡

植民地行政官を勤めた経験のある東 インドネシア社

会の研究者を父に持ち,兄 もまたジャワを中心 とし

たインドネシア硯代史の専門家であ り,植民地時代

からオランダとインドネシアの関係を生 きた研究者

楽 さえ古文書探索に感 じる根っからの歴史家である

この著者に して も,バ リでの調査経験か ら現在の
丁ルシ ビ ス r

古文書探索官は自らが探求する対象との近 くてより

どころのない関係 を生 きざるをえないことに敏感だ

ったoこの書物が受容 される現場 を注意深 く見守っ

ていきたい｡

(永測康之 ･名古屋工業大学)

評

GarritJ.Knaap.Shallow Waters,Rist'ngTide.A

Shi仲fngandTrademJal･a armmd1775Leiden:

KITLVPress,1996,X十255p.

LucNagtegaal.Riding theDutch Ttger,IThe

Dutch EastIndiesComf･an_vamitheNortheast

Coast of Jal,a 1680-1743,translated by B.

Jackson.Leiden:KITLVPress,1996,250p.

蘭領束インドの社会経済史研究では,1970年代半

ばからOnghokham,R.EIsonなどによって19世紀半
ば以降のジャワ島中東部を中心に,本格的な地方史

研究が開始された080年代に入るとM.R.Fernando,

G.Knightらも加わって,強制栽培制度期のジャワを

中心に,19･20LL摘己のジャワ ･スマ トラ島を対象と

した地方史研究が盛んに発表されるようになった｡

これ らの研 究 はC.Geertzの agrlCulturallnVOlution

論への批判 をH発点 としてお り,その中心的課題

は,強制栽培制度が与える農村社会への インパ ク

ト,およびプランテーションで使用される労働力の

性格の解明にあった｡1'だがその後,世界システム

論およびアジア間交易論の展開にともなって,研究

テーマの重心移動が起 きる｡90年代半ばになると,

17･18世紀のジャワ島および外島部を対象 としたモ

ノグラフが続々とlliJJ放されるようになるが,その課

題は, ヨーロッパ勢力や外国貿易が在地社会に与え

るインパクトと貿易構造の解明が主流 となったので

あるo2'

1996年にオランダ王立言語地理民族学研究所から

出版された上述 2書 もこの新 しい傾向に沿 うジャワ

島北海岸部の研究である.｡両書 とも全体 を精読する

よりは部分利用される読者が多いと思われるので,

まず内容を略述 した後に利用上の注意点 を述べるo

1)1990年代初頭 までのジャワ島に関する研究動向

は,宮本謙介 『インドネシァ経済史研究----棉
民地社会の成立 と構造』京都 :ミネルヴァ書

房.1993.pp.4-38に詳 しい｡.

2)代表的なもの として M.C,Rleklefs.War,CltlturEつ

and EConomy fn jal,a 1677-1726:ノ1slan and

EltrOPeall Im♪crialism in th(フEarl_v ATartaslira

Period.Sヽ-dney.ASAA SoutheastAsia Publi-

eation Series.1993JB.W,Andaya.ToLit,e(lS
Brolhers:SoutheastSumatrain theSc7'enlt,(,nth

and Eighteellth Centuries.Honolulu.i_TnlVerSlty
ofHawaiiPress.1993.がある｡
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Knaapの著書 は,オランダ東インド会社 (以下

vocと記す)支配下のジャワ北岸における1770年

代中葉の海運および交易の実体を描 く研究書であ

り,今後多 くの歴史家に引用されると思われる｡導

入部にあたる第 1章では,ジャワ北岸における海

運 ･交易の構造と動態とを復元するために,オラン

ダ本国に収蔵されるVOC文書から収集 した1774年

9月から1777年 9月までのジャワ北岸15港の船舶出

入港記録をコンピュータ処理 したことが述べられる｡

本書は以下 3部に分けられ,第一部 (第 2･3

辛)では本論に先立ち背景説明がなされる｡VOC

は,当時の東南アジア諸王朝同様,特定の産物の集

荷独占と徴税とによって収入の極大化 をめざした

が,東南アジア諸王朝との違いはこの政策を世界規

模で展開した点にあった｡またジャワ北岸諸港は大

半が河口に位置するため,砂州の発達により巨船の

接岸は望めなかった (第 3章)｡

第 2部 (第4-12章)では船舶出入港記録の具体

的な分析が行われるが,第4-8章では,交易を支

える海運事情が検討される｡まず船舶および武器の

種類 と数を検討すると,ジャワ北岸ではVOCの巨

船 (積載量1,000トン級) と,小規模で多様な東南

アジア船 (8-20トン)が海運に従事 してお り,大

小あわせて90%の船舶が武装 し,VOC以外のプラ

イベー トな交易に従事する船舶では船長8,000人に

対 し5,000門の大砲,20,000丁の鉄砲を推計 しえる

(第4章)｡ついで船舶の積荷量 ･目的地 ･航行季節

が分析され,ジャワ北岸諸港を出発する積荷の25-

60%がVOC船舶で運ばれたこと,バタビア出航の

vOC船舶の40%程がジャワ北岸諸港を目的地とし

たこと,バタビアが海運ネットワークの拠点であっ

たこと,プライベー ト船舶は平均 して 1年の 5分の

1しか稼動 していないことなどが明らかにされる

(第 5章)｡さらに船長と船員の人種,および乗組員

の構成をみると,プライベー ト船舶ではジャワ人の

船長が多 く,乗組員もそのほとんどがジャワ人であ

った (第 6章)｡またプライベー ト船舶の所有者,

および船舶維持 ･航海コス トを考察すると,船長が

船の所有者である事例が最 も多いが,VOC職員

(オランダ人) ･中国人 ･ジャワ貴族などが所有者

である事例 もあった｡積荷は平均15%が船長の所有

であった (第 7章)｡
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第 2部の後半では積荷の内容が検討される｡はじ

めにバタビア市内およびその周辺の交易が考察され

るが,バタビアは遠距離交易の拠点でありかつ大消

費地であるために,その輸出入は以下で述べるジャ

ワ東北海岸の輸出入とほぼ逆の対応関係にある (第

8章)｡バタビア以東のジャワ諸港の輸出入をみる

と,プライベー ト船舶の輸入品はキンマ ･藤 ･鉄 ･

阿片 ･少量の綿であ り,輸出品は干魚 ･赤色染料

(soga)･タマ リンド･郁子油 ･米 ･スイカ ･タバ

コ ･豆などであった｡またvoc船舶による輸入品

は銅貨が突出しており,輸出品はコーヒーなど欧州

向け産物が主であったが,上述の農産物も輸出した

(第 9章)｡ついでジャワ北岸の主要な交易品である

米と材木が狙上に上がる｡米は全体の約半量がジャ

ワ島内に輸出され,その他はマラッカ海峡方面に輸

出されたが,後者ではVOCが特権的地位を占めて

いた｡木材については,突出した輸出港であるレン

バンの事例が分析されるが,輸出先は90%以上がバ

タビアであった (第10章)｡最後に塩,砂糖,タバ

コ,布の輸出が検討されるが,塩はプライベー ト船

舶によって主にマラッカ海峡 ･カリマンタン島に輸

出された (第11章)｡第12章では海運にかかわる税

制が考察される｡

第 3部 (第13･14章)では,第 2部の結論がより

長い時間軸の中へ位置づけられる｡第13章では17世

紀初めから19世紀までの技術革新にともなう主要な

船種の変遷が描かれ,第14章では16世紀から19世紀

までの海運の量的展開,およびジャワ北岸の地方交

易とバタビアの役割との歴史的変遷が考察される｡

第15章は本書全体の結論部分であり,以上の本論

のまとめと,先行関連研究の諸議論に対する著者の

立場を示すことに充てられる｡

Nagtegaalの著書は,ジャワ東北海岸における華

僑騒乱 (ChineseWar1741-43)の社会経済的要因

を,1680年から1743年に至るVOC文書の渉猟によ

って探るものである｡

第一部 (第 1-4章)では,パシシル (ジャワ東

北海岸)に対するVOCの影響が,マタラム王国の

権力構造との関わりの中で考察される｡第 1章では

VOCのパシシル進出が1680年頃まで述べ られ,当

時 vOCによって形成されたマタラム王国観- 莱

洋的専制- が,20世紀のマタラム研究にも影を落
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とすことが指摘される｡第 2章では,パシシルのレ

ヘ ント (首長)達はマタラム王の宗教 ･文化的権威

に服すことはなく,打算から服属を選択 したこと,

1680年以前はマタラムからの課税 もさほど重 くなか

ったことが指摘される｡第 3章では,近年のマタラ

ム研究が利用され,王国は個人的関係の集積 として

成立 していたため政権が不安定であったことが示さ

れる｡そして第4章では,1680年以降マタラム王と

VOCの利害が-一致 した結果,王国が植民地収奪の

道具化 したとの主張が展開される｡すなわちvOC

が王国の政権安定に必要な武力支援 を行 う一方で,

マタラム王はVOCの必要 とする米穀 と金銭 とを供

給 したが,このことがパシシルのレヘントの税負担

握 りのヨーロ ッパ人 (voc)がなぜ､パ シシル全域

に影響力を行使 し得たかという歴史学上の問題に対

する本書の答となっている0

第 2部 (第 5- 8章)では経済に関わる様々な

テーマが扱われる｡ 第 5章では,パシシルの町々

(towns)が1680年頃を境 として変化 したことが指

摘 される｡ これ らの町で は1680年頃か ら始 まる

vocの交易支配 と中国人の大量流入とによって,

中国人コミュニテ ィーが顕在化すること,町と農村

すること,中国人内部でも富者は町に,貧者は農村

部に住む傾向があったことなどが指摘される｡第 6

章では1680年から1743年に至る貿易体制が概観され

る｡1680年以降vocはパシシルにおいて ドミナン

トな商業勢力 とな り,既存の交易にVOCの補助交

易としての役割を担わせたが,この役割に最 も適合

的だったのは中国人であった｡第 7章では,パシシ

ルの交易の大半を占める対バタビア交易のうち,輸

出 が1680年から1743年までの間に量,価格とも減退

したことが明らかにされる(｡さらにVOCが,小売

り商業からの レヘ ントの締tLll.し,非 voc商人の周

辺化,織布 ･砂糖産業の抑制などの政策をとったこ

とから,VOCの活動はパシシルの輸出と産業に悪

影響をもたらしたと結論される｡第 8章では,バク

ビアか らの輸入動向を検討 したのち,パシシルの

｢ナショナル ･インカム｣が論 じられる｡対バタビ

ア交易は1680年から1725年頃までの入超の後,1735

年頃にtLtJ.超に転 じたが,輸入額は1670年代後半から

評

1730年代後半までに4分の 1以下に減退 したoこれ

は1680年頃の主要な輸入品であ り貨幣機能を持って

いたインド綿布の輸入が,vOCの銀貨輸入 と交代

するかのように急減 したためであった｡

第 3部ではVOCの活動が現地人支配層と住民の

紐帯に与えた影響が考察される｡第 9章では,パシ

シルのレヘント達が1680年頃より経済開発に乗 り出

し商業作物 (藍 ･コーヒー)栽培に取組んだが,彼

らの活動はVOCにもマクラムにも両刃の剣 となっ

たことが主張される｡第10章では,レへントが支配

下の住民を必ずしも十分支配 し得ず,逃亡 ･反乱が

起きたこと,レへント直属の住民が最も重い負担を

負ったことが述べ られる｡第11章ではVOCによる

パシシル住民 との直接接触の検討が目指され,木材

伐採が住民に過重な負担を強いたこと,米穀の直接

買い付けがレヘントおよびマタラムの反感を買った

こと,多種多様な強制労働の徴発が住民間にも反感

を醸成 したことなどが指摘される｡第12章では1730

年頃からの反乱の事例 と華僑騒乱の経過とが述べら

れる｡

最後の ｢エピローグ｣は本書の結論部であり,各

章の主張が再び繰 り返されるo

以上の 2書は,VOC文書 を渉猟 して数々の新知

見をもたらす良心的著作である｡Knaapの著書は,

従来よく知られていなかった史料をコンピュータ処

理することによって多数の新知見を披露 し,18世紀

後半のジャワ海交易に具体像を与えた貴束な労作で

レ- ントや庶民を歴史的主体の一部として描 く努力

をするとともに,18世紀前半のジャワ島沿岸交易の

voc文書にのみ依拠する両書は,18世紀の文書が

質量 ともに不十分で限界を多く持つために,議請の

説得性 ･実証性に乏 しい箇所がある｡加えて両害 と

も,文書に対する著者のスタンスが明示 されていな

いため,幾つかの主張に関しては憤重な吟味が必要

となる｡この後者の問題点を示すために,やや回り

道となるが,まず近年の研究成果に従って18世紀の

ジャワとその倒辺の状況をvOCの覇権に焦点を当

てて略述 しよう｡

大航海時代が幕を閉じようとする1660年代より,

Vocは東南アジア島峡部各地で土着の政権の内紛
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に乗 じて交易の独占権を得たが,1674年から1723年

に至るジャワ島の一連の戦乱はVOCにとって独占

権獲得の好機であった｡この間バ ンテンを除 く西部

ジャワはVOC直轄領 となって1705年までに戦乱が

終結 した｡ しか し中東部ジャワでは,マタラム王国

がVOCの監督下に置かれたものの,1723年 まで断

続的に戦乱が続 き社会は疲弊 した｡その後ジャワ島

では20年ほど平和が維持されたが,1740年にバタビ

アで勃発 した華僑騒乱を発端 として,中東部ジャワ

とバ ンテンでは再び戦乱が続いた｡中部ジャワとバ

ンテンでは1750年代半ばにVOCが宗主国としての

地位 を確立 し,戦乱が収 まった ものの,東部ジャ

ワ,特に東端都は反VOC勢力の拠点とな り,71年

に至 って ようや く平定 された｡以後 ジャワ島は

voC支配下で平和が続 き農業生産 も増大 した｡ し

か しVOCの財政は年々悪化 し,1777年からは改革

者クレルクが総督に就任するが,81年から始まった

イギリスとの戟争は,ジャワ島に戦時体制を強いた

うえ,本国との海運 ･通信 を絶ち切ってVOCを苦

境に陥れた｡

一方ジャワ島周辺では18世紀 を通 じてVOCの勢

力後退が進んだ｡1680年代より多数の中国人が東南

アジアに渡 り,交易 ･商業作物生産 ･スズ採掘など

に従事するようになったが,その一方で1710年代に

はイギリスが広東に中国貿易の拠点を得るとともに

カントリー ･トレーダーが対中国交易品である胡椴

とスズをマレー半島 ･スマ トラ島 ･バ ンカ島より買

い付け始めた｡このためVOCは1720年代には政治

権力を持たない島喚地域での貿易独占が難 しくなっ

ていた｡そして中国で南海の産物の需要が増大 した

18世紀中葉に,対インド交易の覇権がイギリスの手

に落ちたため,VOCの貿易独占権は,ジャワ島沿

岸以外では空洞化 した｡島峡部ではイギリスのカン

トリー ･トレーダー,中国人,ブギ人などが多数交

易に携わ り, リオウは中国 ･インド･東南アジア物

産の集散地として,1750年代後半から1777年までの

間にバタビアを凌 ぐようになっていた｡また1750年

代にはイギリス船がバリ海峡を通って東部ジャワに

忍び込み,中国人移民の手を通 して相当量のアヘン

を売 りさばいてお り,1774年にはイギリス船がモル

ッカ諸島より香辛料の苗を持ち出したと言う｡そし

て1781年に始 まったイギリスとの戦争は,VOCに,
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化 (84年)という打撃を与えた｡

以上を踏 まえて Knaapの著書 を振 り返ると,紘

じて著者はVOC文書が生産され残された個別的な

条件に注意を向けていない｡第一に,考察対象期間

に1774-77年を選んだ理由として,18世紀中で史料

が最 も充実 した期間である点のみを挙げているが,

オランダにおける史料の残存状況は偶然ではなく,

1774-77年は説明抜 きで18世紀後半を代表 し得る時

期では無かろう｡上述のように1770年代半ばは,

voC支配下のジャワ島にとってつかの間の平穏な

時期であるうえ,1774-77年は総督ファンエリーム

スデイクの任期 (1775-77)とほぼ重な り,またバ

タビアに来る中国ジャンクが18世紀を通 じて最も少

ない時期 (仔細な理由不明) とも重なったのであ

る｡第二に,著者は各地の政治 ･経済的状況の差異

を捨象 して全島および周辺の島に単一の分析概念を

適用 し,地域区分が必要な場合には西部 ･中部 ･東

部ジャワという19世紀以降の区分を使用する｡ しか

しジャワ島各地は1770年代の交易を分析するに際 し

無条件で一括できるほど均質な歴史を共有 してきた

わけではなく,特に平定直後のジャワ島東端部の交

易を,vOCが実際にどの程度管理 し得ていたのか

疑問が残る｡ジャワ島東部の交易が先述のイギリス

人 ･中国人 ･ブギ人等の交易 と連続 している可能性

は,本書の Appendixに掲載 される統計表からも窺

われる｡

以上は,VOC文書の意味参照枠組みに対 して著

者が無批判であることを示すが,このことは,著者

の結論が しばしば植民地時代に書かれた概説の叙述

と一致することと無関係ではなかろう｡たとえば第

14車のまとめ部分では,アジア間交易およびグロー

バル交易のセ ンターが16世紀のマラッカ,17･18世

紀のバタビア,19世紀の theStraits- と移動す る

と述べ られる一方で,先述 したジャワ島を取 り巻 く

交易状況は四捨五入の四捨の側に廻される｡同様に

ジャワ島沿岸交易 におけるVOCの圧倒的な海運

力 ･影響力が所々で強調されるが,これがジャワ島

沿岸以外の海域での VOCの劣勢と密接な関係 を持

つ点には言及がないのである｡だが現在求められて

いるジャワ島沿岸交易史は,VOC文書の枠組みを

踏襲 したバタビア ･セントリックな視点ではなく,
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南～東アジア交易の動向を見渡す視点からなされた

研究ではなかろうか｡

これに対 して Nagtegaalは,植民地史観 とは異な

る視角か らパ シシル社会を描 こうとす るが,VOC
文書が地域や事件 を分類する枠組みを,やは り解体

しきれないでいる｡著者は導入部でまず考察対象地

域 を限定する｡それは,ジャワ人側の視点に立った

｢マ タラム支配下のパ シシル｣,すなわちプ レベ ス

(チルボンの東)か らバ ンガル (現プロポリンゴ)

までとマ ドゥラ島の西半分であると言 うo しか し当

時のVOC文書の様式や,1678年 よりvoc領 とな

ったスマランが主要な考察対象地域であるなどの本

書の内容から判断 して,著者の言 うパシシルとは,

実際にはVOC文書の地域概念である ｢ジャワ東海

岸 (Jawa'sOostkust)｣か らバ ンガルより東 とマ ド

ゥラ島東半分を除外 した地域であるとみて間違いな

いだろうo

そ してさらに,本書がパシシルに飛び火 した華僑

騒乱の社会経済的要因の分析を主題としているなら

ば,著者の言 うパシシルが,分析のうえで最 も重要

な地域的枠組みであるかどうか疑問であるO確かに

VOC文書では,プレベスからバ ンガルに至 る地域

の出来事は ｢ジャワ東海岸｣で起こったこととして

報苦, ファイルされ,VOCの政策は しば しば ｢ジ

ャワ東海岸｣を単位 として決定される｡ しか しバタ

ビアの華僑騒乱に端を発する武力闘争や政治的緊張

は中国人ネットワークに従ってバタビア後背地やカ

の武力闘争を激化させた社会経済的要因は,末だ産

業や交易が地理 ･生態に拘束される度合いの強い18

世紀にあっては,パシシル内でも局地的なものであ

った｡著者の言 う社会経済的要因,すなわち多数の

貧 しい中国人の存在,村落賃貸制度 ･木材供日周｣

度 ･輸送負担の重圧,糖業や米穀輸｢侶二由来する乱

標などは,著者の挙げる地名を拾 う限 り,スマラン

にほど近いムルヨ山南側の平野部に集中的に出現す

る｡〕オランダ人が中国人に襲われた6つの町 もやは

りムルヨ山南側の平野部に限定される｡さらに若者

がパシシルにおける華僑騒乱の特徴とする,貧 しい

中国人 ･ ｢原住民｣庶民が vOC･レヘ ン ト･中国

人エ リー トと対決するというエスニシテ ィを越えた

階級的対立の図式が,実際に武力闘争の形で認めら

評

れたのはデマク近郊に限られた｡華僑騒乱 とその社

会経済的背景を分析するにあた り,ジャワを越えた

レベルからデマク近郊の地区レベルに至るまで,也

域 を重層化 して把捉することは,この騒乱を第 1-

3次ジャワ継承戟争や19世紀のジャワ戦争 と比較 し

位置づけるという,より大きな課題のためにも重要

であろうo

ついで本書におけるバ タビアとパシシルとの交易

の分析をみると,その具体像の提示は非常に興味深

いものの,分析に際 して文書の枠組みの安易な利用

が気になる,,著者が主に利用 した史料はバタビア城

口話であ り,その中のパシシル諸港からバタビア-

入港 した船舶 と,バタビアからパシシル諸港に出航

する船舶の記録である｡そ してそこからパシシルの

輸出額と輸入額を算出し,差額をパシシルの ｢ナシ

ョナル ･インカム｣ と名付ける｡ しか しマタラム支

配下のパシシルの ｢ナショナル ･インカム｣が,マ

クラム王国全体の交易収支 と如何なる関係にあるの

かは,算出し得ないためか言及が無い｡さらに輸入

額と輸出額の年代毎の推移は全パシシルの合計値で

のみ示されるが,Knaapの著書同様,戦乱の激 しか

った年や VOCの勢力の及びにくい地域の数値は何
処まで実態を反映 しているだろうか｡また交易に携

わる中国人については,VOCとジャワ社会 との仲

介者 としてVOCの方針に従順であった側面が描か

れるが,ジャワ島以外にもネットワークを持つ中国

人が交易においてVOCの意向に従っていただけと

は思えない(,,オランダ植民地文書では,支配下にあ

令,経済の項ではオランダのコントロール下にある

経済活動の展開が主な内容 となり,政治の項では,

政治的に不穏な動 きと武力行使が主な内容となるの

が常態である｡

以 L,両書 ともi:.題および分析方法の研究史上へ

の位置づけ,および史料 としてのVOC文吉の限界

をより明確に示すことが望 まれるoNagtegaalが言

うように,社会経済史においては現地語史料は極め

て限定的にしか利用で きないが,vOC文書の相対

化 には他の ヨーロ ッパ語史料の使用に始 まり,生

響,地理,農学,海洋関係諸学の成果の活用など開

発叶能な方法が様々にあると思われる｡

(大橋厚子)
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